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論文内容要旨 
 
Investigating of the usefulness of multidetector-row computed 
tomography for diagnosing abdominal visceral pseudoaneurysms 
(腹部内臓仮性動脈瘤の診断における MDCTの有用性についての検討) 
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【対象および方法】2008年 1 月から 2014年 10月までの 7年間に昭和大
学病院で血管造影にて腹部内臓仮性動脈瘤を認めた症例のうち、術前に
MDCTを撮影した 35 症例、年齢は 22〜84 歳（中央値：67 歳）、男性 28 例、
女性 7例を対象とした。使用した装置は 64列 MDCT（SOMATOM Sensation 64 
SIEMENS Germany）及び 128 列 MDCT(Definition AS+ SIEMENS Germany)
の MDCT を用いた。血管撮影装置は、全例 AXION ARTIS SIEMENS Germany







あった。内訳は食道癌術後 1 例、胃癌 4 例（内 1例術後）、胆管癌 9例（内
６例術後）、十二指腸癌術後３例、肝細胞癌 1例であった。その他の原因
疾患は急性膵炎後１例、慢性膵炎後 5 例（内 3例は術後、1 例は急性増悪
後）、外傷 3例、十二指腸潰瘍 3例、胆嚢摘出後感染合併症例 1例、胆管
炎後 1例、弛緩出血 3例（1 例は子宮全摘後）、急性胆嚢炎後 1例、特発
性 1例であった。  
【結論】腹部内臓仮性動脈瘤の存在診断および責任血管の同定について
MDCTの有用性が示唆された。 
 
